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日本ＤＬＭ技術者会の研修は、平成28年6月14日厚生労働省保険局医療課疑義解釈にて、　座学、DVTM＋理論、両方を「よし」

と評価、記載されました。平成28年度に弊会所定の研修を修了した者は、リンパ浮腫複合的治療料に関する施設基準の（１）ウについて、

「専門的なリンパ浮腫研修に関する教育要綱」にかかる要件を満たすもの」となります。

弊会では、リンパ浮腫複合的治療料のリンパ浮腫セラピストになる為のコースを下記3コースから選択できます。
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厚労省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋
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受講総時間104時間

リンパ浮腫セラピスト
Ⅰ.「新リンパ浮腫研修」対応コース

厚労省後援「新リンパ浮腫研修」座学：33時間

DVTM 8日間講習＋1日(臨床実習)⇒実技：71時間

DVTM技術(上・下肢、胸郭、腹部)講習：32時間
多層包帯法(MLLB)・圧迫下の運動・弾性着衣の採寸等：33時間
臨床実習：6時間

講習費：37万円＋税(包帯材料費・臨床実習費実費)
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受講総時間104時間

リンパ浮腫セラピスト
Ⅱ.「DVTM短期コース」

日本DLM技術者会座学「臨床各論＋CDT」：33時間
（※旧名称 DLM・CDTセミナー）

講習費：8.5万円＋税 (※早割適応時)

DVTM 8日間講習＋1日(臨床実習)⇒実技：71時間

DVTM技術(上・下肢、胸郭、腹部)講習：32時間
多層包帯法(MLLB)・圧迫下の運動・弾性着衣の採寸等：33時間
臨床実習：6時間

講習費：37万円＋税(包帯材料費・臨床実習費実費)
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リンパ浮腫セラピスト
Ⅲ.「DVTM年間(地域開催)コース」

DVTM年間講習：148時間

毎月１回（第２土曜日半日・日曜日１日）×１２回 ＋1日(臨床実習)

DVTM理論：40時間
－ DVTM循環器系理論

DVTM実技(全身)：60時間
－ 顔面・胸郭・上肢・腹部・背面/腰部・下肢

多層包帯法(MLLB)・弾性着衣の採寸：33時間
ーＭＬＬＢ理論・実技/多層包帯/弾性着衣

ー 多層包帯セルフ指導、カウンセリング
ー 圧迫下の運動など

座学：臨床各論(旧DLMｾﾐﾅｰ)：9時間
ー むくみの病態生理、がんのリハビリテーション、SLD、等

臨床実習：6時間

講習費：40万円＋税 (包帯材料費・臨床実習費実費)

受講総時間 １４０時間以上
受講希望者１２名以上で開催OK 日本DLM技術者会
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